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1.はじめに一晩血y imageの定義と概念をめぐって-

Body imageに関する研究ほ,精神医学,神経学,心理学など幅広い領域で研究されて

きており,最近に至っては,障害児教育の分野においても,この概念の重要性が強く指摘

されている｡それにもかかわらず, Body imageの概念規定については十分な検討がなさ

れていないのが現状である｡人間の心理や行動の理解にとって,その身体(からだ)のも

っ意味の重要性については一致をみているものの,
Body concept, Body schema, Body

awareness, Body experience, Body percept, Body ego等々蕪似の概念が多くあり,研

究者によって様々な理解のされ方がなされているo中和羊よれば, Body schemaやBody

perceptという用語はどちらかといえば,身体に対するまたほ身体における運動や知覚問
題を扱った論文で多く用いられ, Body conceptやBody egoというような用語は,身体

とパーソナ.)ティに関する論文で多く用いられているということである6'.

一口で言うと,
Body imageとは,心の中に形づくられる自分自身の身体の一部またほ

全体に対する広い概念を意味する｡ただし,人によってほ, Body imageを,たとえば自分

は肥っていて恥かしいといったような,自分自身の身体についていだく感情や思考の主観

的な像として,.狭い意味でとらえることもある｡主観的身体像として狭義にBody
image

を解する場合にほ,それとならんで, Body conceptとBody schemaも次のよう紅解さ

れることが多いo･すなわち, Body
conceptとは,身体紅ついての知的知識をさしている

と考えられる｡たとえば,蘇というものほ日,秦,ロ等から構成されるということを知っ

ており,それらをあるべき位置に正しく定位することができるというのは,
Body concept

が確立しているからなのだという. Body schemaとは,無意識的なレベルにおける身体

の調整機構に関する図式とされる.これ紅よって,われわれは,静止状態にあっても運動

状態にあっても意識化することなく,たえず自分の身体の位置や身体各部の関係を調整

し, `外部環境との関係を保持することができるとするoこのようにBody i=1ageをめ(oっ

てほ,様々なとらえ方があるが,ここでほ, Bodyimageを広くかつ抱括的にとらえた
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Gorman, W.の定義をあげておく. ｢Body imageとは自分自身の身体についての概念で

ある.それは知覚的プールと経験的プールとの相互作用によって形成される.知覚的プー

ルほわれわれの現在および過去のすベての感覚的体験から構成され,経験的プールはわれ

われのすベての経験や情動および記憶から構成される｡したがって, Body im喝eは可塑

的で力動的な総体であり,新しい知覚や経験によってたえず改変されているのである丑)o+

なお,本論では, Gorman, W.に従って, Body imageという用語を広く抱括的な意味

を含ませて用いること紅した｡

2.障書児のBody im喝e

さて,障害児といわれる子ども達は一般にその障害のために何らかのBody imageの

歪みをもっていると考えられる｡

Body image紅ついての研究はもともとその歪みもしくは病態像を対象として始まっ

た｡特に,幻影肢の研究は歴史的にも古く,'Par6, A.以来多くの研究がなされてきた｡ち

なみに,幻影肢とは,四肢切断後の患者が喪失した四肢をあたかも実在しているかのごと

くありありと体験する現象である.また, Gerstmann, J.による脳疾患患者に対する一連

の研究もBody imageにかかわる研究として重要である.彼の名をとったGerstmann症

候群とほ,左右弁別障害,手指失認,朱書,失算の4症状より成る症侯群であり,大脳の

病巣もしくは損傷によって生じるBody imageの障害と考えられている｡

言うまでもなく,自分自身の身体に関する概念は,大脳や四妓の状態をほじめとして,

その人の運動,感覚,知能,情緒などの状態と深く結びついており,それら紅障害がある

とBody imageにも問題を生じやすい｡たとえば,障害児によくみられる,からだ全体

の動きがぎこちないとか,目と手の協応がうまくできないとか,他人の模倣が上手紅でき

ないなどの問題ほ,つまるところ自分の身体をこの空間の中でどう取り扱うべきなのか,

周りの人や物とかかわるとき自分の身体をどのように操作すればよいのか,といった身体

に対する概念が十分形成されていないことから生じる問題とみなすことができる.視覚障

害児では,身体潔位と全身像およびそれらと外的世界との関係を視覚的に把握することが

困難なためにBody imageの形成にひずみを生じやすいし,精神薄弱児の場合には,たと

えば言葉の発達遅滞があると言語紅よる身体部位の同定や空間関係の操作ができないとい

うこともある.とりわけ肢体不自由児の場合には,基本的な障害が身体とその運動にある

だけにBody imageの問題ほ極めて重大であるo さらに自閉状態にある子どもについて

ち,最近では,その本質的な障害をBody imageの形成の失敗という点からみていこう

とする意見もある｡

このように,障害児がもっている様々な身体的,心理的問題をBody im喝eという観点

からアプp-チしていくことは,非常に大切なことだと考えられる.特に,そのBody

imageの歪みがもたらす意味を,障害児の発達全体の中に位置づけてとらえていくという

ことは重要であろう｡次節では, Body imageの歪みがその結果として障害児の発達にど

のような影響をおよぽしてくるのかという点に焦点をあてて,障害児教育におけるBody
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im喝eの重要性について考えてみたい.

3.払dy iTFLageの歪みがもたらす意味

schilde,, P.紘,われわれ自身のBody imageが不完全かつ歪曲している時紅は,これ

を必要とするすべての行動も歪曲するであろう9',と述べている.ここでほ,障害児にお

けるBody imageの歪みがどのような問題をもたらすのか, Body imageのはたす役割に

ついてみてみよう｡

(1) Body im喝eと身体運動

身体運動ほ,人間の活動の中でも最も重要かつ基本的なものである｡空間を自由に移動

したり,様々なものに手をさし出していくといった活動を通して,われわれほ,外界に働

きかけ,情報を獲得し,認知し,さらにほ獲得した情報を身体運動として再びoutputし

ていくということも行う｡身体運動それ自体,他の感覚的,知的,情緒的社会的役割を促

し,それらを統合しながら,人間を全面的な発達に導いていく核としての役割をになって

いる｡また,姿勢を保持するといった活動も極めて重要な身体運動といってよかろうoな

ぜなら,移動運動はこの立体姿勢をもとにして開始されるからである｡姿勢をバランスよ

く保つということほ身体を重力の中心に向けて維持しているということで,もし立体姿勢

が保持できないとしたら,周囲の環境世界に対して一貫した関係づけを維持することがで

きなくなる4)｡

ところで,このようなほとんど意識することのない自由な身体運動にもBody image

が大きく関与している.すなわち,あらゆる身体活動を行うため匠は,身体各部の存在や

それらの位置が把握されていること,またそれらを動かした際の筋の緊張や弛緩の状馨を

知っていること,などが自己の中で統合されてとらえられていることが要求される｡身体

についてのこれらの統合された概念が不完全な場合には,スムースな身体運動ほできなく

なる. Schilde,, P.が, ｢われわれは運動を開始するためにBody imageを必要とする+9'

と述べたのは,このことをさしている｡

また道に,身体運動の発達が自分自身のBody imageの形成を促すという側面も無視

することほできない.身体運動それ自体に障害をもつ子ども達にとっては,その結果とし

てBody imageの発達がおさえられ,さらにより高次の身体運動の発達が二次的,三次的

に阻止されるという悪循環をもつことになる｡

(2) Body image七環境世界の認知

われわれが,一本の木が立っていると認めるのは･まず自分自身が重力の中心に向か?

て身体を維持している,つまり自分が立っているということを基準とすること匠よって認

知しているのである｡われわれの住むこの環境世界には,外晋状況を判断する客観的な基

準というものがあるわけでほな-く,人はそれを自分自身の身体との関係において把握して

いる｡ Kepbart, N.紘, ｢外部世界の相対的な印象を構造化するための中心となるのが身
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体である｡それをもとにして,種々の印象が秩序づけられ,周囲の対象は自己の身体に関

係づけられ,それとの関係において空間が定位される｡+と述べている｡この意味で,わ

れわれの身体ほあらゆる関係把握め原点であるといえる｡

身体をこの原点としてと_らえようという考え方から,身体座標軸ということばを使うこ

ともある｡身体座標軸とほ,身体全体についておよびその部分に.ついての前後･左右･上

下などの空間関係を規定し,かかる空間関係を含んだ行動や判断のよりどころとトて働い

ている基準ないし内的な系とされる｡これに対して,個人の周囲をとりまく空間の前後･

左右･上下などの空間関係を規定し,その中の事物と個体相互のおよびその中の事物相互

の空間関係を含んだ行動や判断のよりどころとして働いている基準な,いし内的な系のこと

杏, ′身体座標軸有こ対して空間座標軸という.空間座標軸は身体座標軸にもとづいて発達

し,身体座標軸はBody image紅もとづいて発達するといわれている7'.いうなればこれ

らほ, Body imageを帝点としてとらえた時の対象認知の準拠枠ということができよう｡

Schilder, P.が, ｢Body imageの歪曲ほ外部対象の知覚紅反映するだろう+9)と指摘し

ているように,もし, Body image紅何らかの歪みがある場合には,われわれは∴環境世

界に対して一貫した位置づけや関係の理解が困難紅なり,適切な行動をとることができな

くなる｡すなわち,外部世界に対する上下･左右･前後などの方向性の認知や自己と対象

あるいは対象間の距離や位置や空間関係の認知匠大きな問題を生じてくる.たとえば,向

かいあった相手の左右の判断をしかねたり,テレビの上に置かれた新聞を取ってくるとい

った簡単な命令が理解できなかったり,ブロックを用いてモデル通りに幾可学図形を構成
することができないなど,いろいろな場面で困難を示す.さら紅は,文字や数字の弁別,

同定といった基礎的学習の側面においても大きな問題をもたらすことになる.このよう

に, Body imageほ,環宅世界の様々な対象物紅ついての認知を親定し,抽象化,概念化

といったより高次の思考の基礎として極めて重要な概念である｡

(3) Body imageと自己意識

Body imageの発達ほ自己意識の発達とも密接な関係がある｡乳児は自分自身を自己と

して意鼓していないとAllport, G.Ⅴ.は指摘しているがl',自他未分化な世界の中で自己

というものの意識が成立してくるのは,まず自分の身体がその出発になっているであろ

ラ.村田ほ,乳児申自分の手をみつめ,かかとを吸い.,毛髪や布をやさしく.なぜるといっ

た身体についての探索活動は,すべて自己刺激づ捌こ結びつくものであり,乳児の自己意

識の芽ばえである,ととらえている5)｡乳児が自らの指を吸い,手足をもて遊ぶ中から,

自己の身体に生じる温度や痛みなどの感覚,快,不快の情結などを得ていく｡このよう

に,乳幼児ほあらゆる活動を通じて,自分の身体が外界の事物とほ分離しており,外界に

対して独立して存在しているという意識を獲得していくわけで,これが自己意識の形成の

基礎になるoわれわれ成人でも,自分ほ自分であるという意識の中核に,自分ほここに存

在するこのからだであり,手であり脚であり,この顔なのだという強い身体的意識があ

る｡いうなれば, Body imageほ｢私+という存在そのもの紅かかわる概念であり,これ
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なくしては個としての己はありえないo したがって･ Body imageに問題がある場合に

紘,自己の存在そのものが不安定となり,自己意識の確立をほじめとして様々な側面に非

常に重大な影響をおよばすことになる.

以上,特に重要だと思われる3つの観点から, Body image′の適切な形成をはかること

の必要性が強調されよう.そこで以下では,障害児酷遇切なBody
imageの形成をほか

るため紅ほどうすればよいのかといった点について考えたい.

4.払dy ima卵形成のための揺導の視点

健常児では,乳幼児期から,日常生活における遊びなどを通して,様々な感覚的経験や

感覚-運動的活動を基盤として, Body imageは自然に形成されていくoところが,障害

児にあっては, Body imageの形成が低次のもの転とどまっていたり歪んでいたりするた

め,その適切な形成をはかるためには特別な指導が必要紅なってくるふここでほ,そのと

りくみのための基本的な考え方について述べるo

Body imigeを形成するた捌こほ,まず,自分のからだが自分のものであるという身体

の自己所有感を持たせることが基礎になろうo村田は,子どもが自己の身体を意識化して

いく過程として,自分の意志で運動をコントロールすることができるといった経験や･燃

ぇているストプに手を触れて感じる熱い痛みのような刺激を経験することが,身体を所

有していると-いうことに気づくほじめての段階であることを述べていが)oそして自己の

身体に生じ畠こうした変化に敏感になることから･徐々に自分のからだの大きさや特徴に

っいての認識が生まれ,さらには他者の身体に対する関心も芽ばえそれとの比較も生じて

くることになるという｡障害児にできるぢけ早い時期から,前庭刺激や掛違動刺激を与

ぇることほ,自己の身体の各部の存在やそれらの位置を感じとらせ,自らの身体に対する

意義を生じさせるのに効果的である.自発的行動のとれない子どもに対しては他動的に刺

激していく｡

次に,彼らの生活空間を拡大してやるということが大きな課題になるo寝たきりの子ど

もに対しても,できるかぎりいろいろな姿勢をとらlせてその空間を拡げてやりたいもので

ぁる｡なぜなら,身体のいろいろ変わった姿勢をとらせることによって,視覚的な``上

方,,とか"下方”に対して独立した意味を,その直立姿勢と対応させつつ学習していくこ

とができるからである4,.また,空間が拡がると,自由な移動と手による探索活動も増え

るだろうo子どもは任意に身体座標軸を移動させながら,他者を含む外界の様々な対象物

の位置や空間の関係の認知を拡げていくoただし,そのため糾i･なるべく姿勢が立位に

保持されていること,歩行や手の操作が可能なこと等が前提となるので･そのための別棟

や補助も十分なされなければならないo

ところで,身体部位の名称を述べたり,自己や対象物の相互関係を述べたりする際にほ

当然言語によらなければならないわけで, Body imageと言語とは密接な関係があると考

ぇられる｡ Sauguet, J･, Benton'A･ & Hecaen, H･によれば,受容性失語において･手指

の認知と左右の弁別が特に困難になることを報告している8'｡さらに･
Hecaen, H･, et al
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ほ,言語で表現してはじめて全身が自分のものであるという現実感をもつようになり,自

己の身体と外界との関係を理解できるようになると俊定している3'.障害児のBody ima･

geの形成に当っては,その運動や感覚的側面が強調されるきらいがあるが,それらと同
じ程度に,言語の果す投割についても十分考慮される必要があろう｡

最後に, Body imageの形成にはその子どもの生活経験のすべてが大きくかわっている

ことを忘れてはならない.よだれや凍を淀す.排尿便に失敗する,ころぷ,血を嘩す,と

いった障害児の日常生活場面でよくみられる現象も,実は彼らのからだに関する体験であ

り,そのBody imageの形成と深く結びついている｡ Body imageの指導は何よりも生活

の中で生きづいている子ども自身のからだから出発すべきであろう｡

5.お ぁ り に

Body imageの問題ほ,障害児たちが自分のからだをどのようにみているかというただ

それだけの問題ではなく,身体座標軸や空間産標軸の形成やそれをもとにした空間認知の

あり方,自己意識の発達等彼らの発達全般と深くかかわる問題であることを確認した｡し

かしながら,障害児のBody imageの歪みが指摘されながら,それがどのように,どの

程度歪んでいるのか,またその歪みはどのように形成されてきたのか,認知過程にどのよ

うなかたちで影響をおよばしているのか等々の点についてほほとんど研究がなされておら

ず,今後にまつところが大きい.本論では,障害児のBody imageについて,特FLその

歪みが彼らの発達全体の中でどのような影響をおよぼしてくるのかといった点に焦点を当

てて述べてみた｡
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